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１ 大学と大学図書館の変化大学図書館は大学にとって欠かすことのできない存在である。それは，大学図書館が大学設置基準において必須の扱いを受けていることからも明らかだ。具体的には，大学設置基準３６条１において「組織及び規模に応じ」専用の施設を備えることが規定されている。この大学設置基準３６条で示される，大学に必須の施設としては「一 学長室、会議室、事務室 二 研究室、教室 三 図書館、医務室、学生自習室、学生控室」となっており，大学図書館は教室に次ぐ順序で記載されている。大学図書館については大学設置基準３８条で「教育研究上必要な資料を、図書館を中心に系統的に備えるものとする」とも定めており，端的に言って大学図書館の役割とは教育と研究にあると考えられる。では，大学図書館の役割である教育と研究とは何なのだろうか。日本の大学が置かれた状況は１９９０年代から始まった大学改革２の動きの中で，揺れ動いてきた。研究面で言えば，産学連携や研究成果の社会還元が強く意識されるようになり，また教育面では役立つ人材を育成することが強く求められるようになっていった。この動きは大学のレジャーランド化
という批判への回答であろうし，さらにこの人材育成という考え方の傾倒は大学が就職予備校化しているという批判へ繋がってしまっている。あるいは，もっと大きな社会の動きを眺めるならば，高度経済成長期からオイルショックなどの停滞期を経てバブル景気も終わり，現代の日本は高成長の時代から持続的な成長を目指す時期になってきている。明治以来続いてきた，皆が同じように豊かになっていくというモデルが転換を迫られ，当然にこれまで日本という国を支えてきた教育システムの一環である大学も，その存在自体が問われるような状況に立ち至っている。このような大学を取り巻く状況への分析，そして現在行われている大学変革の方向性が是か非かという点はおいておくにしても，変化が進行していることは間違いないだろう。さらに教育と研究を求めてやってくる学生にも変化は及んでいる。２０１８年度の文部科学省による学校基本調査３によれば，高等学校卒業者の５４．８％が大学・短大へ進学をしている。この１０年は一貫して大学進学率が５０％を超え，高校進学率が９８％を超えていることを鑑みれば，いかに多くの人々が大学へ進むようになったかが理解できる。こういった進学率の高まりといった背景もあり，大学へ進学してくる学生も非常に多様化してきている。万人に高等教育の門戸が開かれていることは，学習権を引き合い
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形態に分類している。それぞれ，（１）図書館業務サポート，（２）学生選書，（３）学習支援，（４）学生サークル・その他，である。この考え方は分かりやすい面もあり，それなりに受け入れられているようだ。学生協働とは何かと問われた際に，大学図書館において職員と利用者である学生が協働するといった共通点は見いだせるだろうが，それだけではほぼ何の説明にもなっていない。岡崎ら１０は，学生協働の様々な差異を超えて「学生の主体的な活動を通して学生の成長を促す」「学生の視点を業務やサービス改善に活かす」という点において， 共通の目標が見出されるとしている。１点目の指摘は大学図書館の教育的側面の新たなアプローチであると言える。また２点目は図書館側に立脚した視点であり，大学図書館組織の業務改善方法であるとの考え方だ。これは既に１章で述べたような大学の置かれた環境が変化していることと無関係ではないだろう。いわゆるピアサポート１３として学生が学生を援助する環境を作り，アクティブ・ラーニングを実施する環境としてラーニング・コモンズを図書館に用意する。こういった大学図書館の変化と学生協働の進展は基本的に同じベクトルの可能性が高い。表１ 学生協働関係シンポジウムなど参加大学図書館大学図書館名 学生協働活動名１ 愛知大学名古屋図書館 学生サポータートッポ２ 跡見学園女子大学図書館 図書館ボランティア３ 岩手県立大学メディアセンター ライブラリーアテンダント４ 愛媛大学図書館 図書館サポーター（Library Supporters）５ 宇都宮大学附属図書館 学生サポーター６ 桜美林大学図書館 読書運動プロジェクト実行委員会７ お茶の水女子大学附属図書館 LiSA（Library Student Assistant）／LALA（Library Academic Learning Adviser）８ 嘉悦大学情報メディアセンター図書館 Liss（Library Student Staff）９ 神奈川大学図書館１０ 金沢星稜大学図書館 つながる図書館プロジェクト１１ 九州大学附属図書館 図書館TA（Cuter）１２ 京都女子大学図書館 図書活スタッフ１３ 金城学院大学図書館 ライブラリーサポーターズ LiLian１４ 皇學館大学附属図書館 ふみくら倶楽部１５ 神戸市外国語大学学術情報センター１６ 神戸松蔭女子学院大学図書館 図書館サポーター１７ 神戸大学附属図書館 ULiCS（うりくす）１８ 静岡理工科大学附属図書館 図書館コンシェルジュ１９ 島根大学附属図書館 図書館コンシェルジュ
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